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 要  旨 
 
主な症状のひとつにすくみ足や小刻み歩行といった歩行障害がみられるパーキ
ンソン病という病気がある。パーキンソン病の歩行障害は視覚刺激で改善するこ
とがあるという報告がされているが、まだ、決定的な支援方法はない。そこで、
患者が望むときに望む場所で、直線や十字などのパターンを足元に表示すること
で患者に視覚刺激を与えるという個人向けの歩行支援の実現を目指す。 
また、人間が得る情報の多くは視覚からの情報であり、歩行者用のナビゲーシ
ョンとして地面に直接表示される矢印や目的地までの距離、視野の範囲に表示さ
れるメールの受信情報など、パーキンソン病の患者に限らず、必要な情報を視覚
的にいつでもどこでも得られることは非常に便利であると考える。どこでも視覚
情報を得ることのできるシステムにHMDなどを用いた仮想世界志向のシステムが
あるが、仮想世界志向のシステムは機器の装着がユーザの負担になるなどの問題
がある。そこで本研究では、パーキンソン病患者の歩行支援ツールを含めた、実
世界志向のどこでも情報を提示できるシステムの実現を目指す。 
まず、上記を考慮して、MEMSミラーというマイクロマシン技術を用いた微小ミ
ラーでレーザ光を振らせて情報の表示を行う表示デバイスの設計を行った。 
次に、MEMSミラーの性能の分析を行い、表示に、指定したパターンに対して波
打った線で表示される波打ち現象や顕著な輝度むらを見つけた。 
制御信号の観測や高速度カメラによる表示中のレーザの動きの撮影、その結果
を踏まえて行った制御信号中の周波数成分とミラーの振る舞いの関係の調査実験
の結果、波打ち現象や輝度むらの原因は、制御信号中のミラーやジンバルの共振
周波数成分にあることが判明した。また、高速度カメラでは実験や分析に時間が
かかるので、高速度カメラに代わってレーザの動きを観察する実験環境として、
PSDを用いた実験環境の設計を行った。 
ノッチフィルタというデジタルフィルタをかけることで制御信号から共振周波
数成分の除去を行った。その結果、波打ち現象と輝度むらを抑えた表示を行うこ
とに成功した。 
最後に、どこでもナビとどこでもアノテーションという、MEMSミラーを用いた
どこでも情報提示システムの実装と評価を行った。どこでもナビは、フィールド
評価の結果、実用性の手応えを得たが、設置方法は十分に検討する必要があるこ
とが分かった。どこでもアノテーションはユーザ評価実験を行った結果、システ
ムの操作性の高さを実証することができたが、利便性に関してはシステムの改善
が必要であることがわかった。 
 
 
